
文化庁移転推進シンポジウムの開催について 

                             平成 29 年 9 月 24 日 
                             京      都      府 
                             京    都    市 

１ 開催趣旨 

 (1) 平成２８年３月、地方創生や文化財の活用など、文化庁に期待される新たな政

策ニーズ等への対応を含め、文化庁の機能強化を図りつつ、京都に全面的に移転す

ることが決定。 

 (2) 今後、文化庁が本格移転するに際しては、文化芸術基本法の施行を踏まえ、「新・

文化庁」として、食文化をはじめとする生活文化等も文化行政の対象領域に含める

とともに、政策立案機能を強化し、従来の固定化した文化芸術の枠に閉じない観

光・産業・教育・福祉・まちづくり等の様々な関連分野と連携・調整して総合的に

施策を推進すること等が不可欠とされている。 

 (3) こうしたことを踏まえ、文化庁移転を機に日本全体の文化振興、地方創生を図

ることを目的として、京都府、京都市、京都商工会議所の共同で、大阪と東京にお

いてシンポジウムを開催する。 

２ 開催概要  

＜大阪会場＞ 

 (1) 日 時  平成２９年１１月２日（木）午後１時４５分～午後４時１５分

 (2) 場 所  大阪市中央公会堂（大阪市北区中之島１丁目１） 

 (3) 内 容   ・オープニング：落語 笑福亭鶴笑 

                 ・講演：松坂浩史（文化庁地域文化創生本部事務局長） 

                 ・パネルディスカッション 

          テーマ：「文化による地方創生―関西からの展望～文化庁の関西・

京都への全面的な移転を見据えて～」 

※コーディネーター 佐々木洋三（関西・大阪 21 世紀協会専務理事） 

＜東京会場＞ 

(1) 日 時  平成２９年１１月３０日（木）午後１時～午後３時３０分 

(2) 場 所  イイノホール（東京都千代田区内幸町 2-1-1 飯野ビルディング） 

(3) 内 容  ・オープニング：津軽三味線 吉田健一  

 ・パネルディスカッション 

                   テーマ：「日本文化の展望～文化庁移転を機に考える～」 

※コーディネーター 近藤誠一（元文化庁長官）

資料10












